
令和７年１月９日  

保護者の皆様 

四国中央市立関川小学校  

校 長  神 野  尚 代  

 

２学期末学校評価アンケート集計結果について 

 

寒冷の候、保護者の皆様には、日頃より本校の教育活動に御理解や御協力をいただき、誠にあ

りがとうございます。 

さて、２学期末に実施した学校評価アンケートの結果についてお知らせいたします。今回の結

果を今後の教育活動に生かして参ります。今後とも御理解、御協力をよろしくお願いいたします。 

 

１ 評価結果 

 【児童アンケート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

【保護者アンケート】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和６年１２月実施 回答数９１ 

令和６年１２月実施 回答数１０２ 



２ アンケートの考察 

○ 項目１、４、６、７、８、９、10、12、16は、児童、保護者ともに肯定率が 90％を超えて

います。保護者の項目 17も同様に 90％を超えています。 

１学期と同様に、児童は、自分や友達の良さを認め合って学校生活を送ることができてい

るようです。他の人への感謝の思いも忘れず、優しく接することもできています。その結果、

楽しく学校に通うことができているようです。ご家庭で身に付けた挨拶や返事の習慣は、ご

家庭の外でもよくできています。今後も、自他の命を大切にし、自分の良さを生かしながら

楽しく学校生活を送ることができるように支援していきます。 

学習面では、授業が分かりやすく楽しいと感じている児童が多いようです。そして、項目

２の肯定率も 90％を超えました。クロームブック等のＩＣＴ機器を使った学習にも今ではす

っかり慣れ、友達と思いや考えを共有し合いながら学びを深めることができています。今後

も、一人一人の児童を丁寧に見取り、児童が「分かった」「できた」と実感できるように、基

礎学力の向上を図っていきます。 

教職員は児童や保護者の皆様の話や相談を聞き、適切に応じていると今回も感じていただ

いているようです。今後も、保護者の皆様と連携しながら適切な指導や支援を児童に行って

いきます。 

 

○ 項目５の読書については、今回も他の項目と比べて肯定率が低くなっていますが、この項

目５は、項目 15（ゲームやテレビなどの使用時間）と関連させて考えることもできると思い

ます。ゲーム・テレビ、スマホなどの各種メディアの使用時間が増えれば増えるほど、本を

読む時間は減ってしまうのではないでしょうか。生活に刺激を与えてくれる娯楽が身近にあ

ふれている現代においては、保護者の方が子どもだった頃よりも、本を手に取る気持ちには

なりにくいのかもしれません。そのため、学校では朝の読書の時間や休み時間、学習課題が

早く終わった後などにおいて本を読む機会を設けるように努めています。市や県もいろいろ

な手立てを取って、児童の読書活動を後押ししてくれていますので、ご家庭でも児童にとっ

て本が身近なものであり続けるように、見守っていただけたらさいわいです。 

 

○ 項目 10 は児童と保護者の肯定率に差がありますが、高学年の児童ほど、肯定率は高くな

っていました。児童は学校や家庭で様々な人とともに生活し、心身ともに成長する中で、い

じめや差別をせず、正しくないことは正しくないと言うことの大切さを学ぶことができてい

るようです。 

 

○ 項目 11は様々なことにチャレンジできているかを尋ねたものです。これも、項目 15の各

種メディアの使用時間と相関関係にあるかもしれません。様々なことにチャレンジし、体験

していくことは、豊かな心を育むとともに、項目 13 の体力つくりにもつながっていくこと

でしょう。学校だけでなく、地域の方にもご協力いただきながら、子どもたちが様々な体験

ができるように今後も努めたいと思います。 

 

○ 項目 14 の早寝・早起き・朝ご飯の生活習慣は更に改善が必要なようです。睡眠をしっか

りとると頭がすっきりし、学校で楽しく過ごしたり、授業にも集中できたりすることでしょ

う。今後とも学校と家庭が連携し、児童の生活習慣について情報交換していきたいと考えて

います。 

 

○ 保護者の項目 18は肯定率が今回も 95％を超えています。関川小はお便りやＨＰ等で児童

の活動の様子が保護者や地域の皆様に伝わるように心掛けています。新しい連絡ツールであ



る tetoru は、学校からの連絡に使用したり、ご家庭からの欠席連絡に使用したりしていま

す。学校だよりは、公民館にも掲示していただき、地域の方にも情報発信をしています。お

忙しいとは思いますが、今後もそれらに目をお通しいただき、本校の教育活動にご理解、ご

協力くださいますようお願い申し上げます。 

 

○ 児童の項目 17、保護者の項目 19の学校、家庭、地域の連携については、肯定率 90％以上

と高い評価となっています。地域の方や保護者の皆様が、本校児童のために日々ご協力くだ

さっていることに心から感謝しております。関川の宝である子どもたちを関川地域みんなで

育てていけるように、今後も皆様と力を合わせて歩んでいきたいと思っています。 

 

３ 保護者の皆様からいただいたご意見 

貴重なご意見をありがとうございました。保護者の皆様が本校の取組を温かく見守ってくだ

さっていることに感謝いたします。いただいたご意見を今後の教育活動に生かしていきます。

以下にご意見やそれに対する回答を掲載いたします。 

 

○ 「児童数は少ないけれど、学年に関係なくいろいろな友達ができて、とても楽しそうに学 

 校生活の話を家庭で話してくれます。」 

  

 

 

 

 

○ 「みなさん、あいさつがすばらしいです。」 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 「先生いつもお疲れ様です。娘は楽しんで学校に通っており、先生大好きと話しています。

ありがとうございます。」 

 

 

 

 

  

○ 「毎日元気良く「行ってきます。」「ただいま。」と学校生活を楽しく過ごせています。いつ

も温かく、熱心にご指導くださり、ありがとうございます。」 

 

 

 

関川小の子どもたちの挨拶は、地域の方からもお褒めの言葉をいただいており

ます。道を横断する子どもたちのために車を停めると、丁寧におじぎをしてくれる

のでとても気持ちがいいです、というお話も聞いたことがあります。これからも、

子どもたち全員に挨拶の習慣が身に付くように、教職員自ら率先して挨拶するよ

うにします。 

 縦割り班活動などを積極的に取り入れることにより、他の学年にも友達ができ、

縦のつながりができているのが関川小の良いところだと思います。今後も、学校全

体で絆を深められるように、様々な活動に取り組んでいきたいと思います。 

 ありがたいお言葉をいただき、本当にありがとうございます。これからも子ども

たち一人一人との信頼関係を何よりも大切にし、教育活動に励んでいく所存です。 

 子どもたちが充実した日々を送ることができているのも、保護者の皆様のお力

添えのおかげです。これからも子どもたちが毎日元気に学校に来て笑顔で帰宅で

きるように、教職員一同、努めてまいります。今後ともよろしくお願いいたしま

す。 


